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　　　　　　　　　　　　　　　　　要　旨

　本研 究 の 目的は 、 日本在住の ベ トナム 系児童 の 継承語 として の ベ トナム 語能力 を、

イ ン タビ ュ
ー

調査によ っ て 明らかにするこ とで あ る。 特に 、 小 学校 1年生 と6年生の 比

較や、継承 語能力の 個人差 を生み だす 要因 に着 目した 。 調査の 結果 、 日本の 公 立小学

校に 6年間在籍した後 も、 調査協力校に在籍す るベ トナム 系児童 の ベ トナム 語能力は 、

ある程度は維持 されて い るこ と、 また 、 継承語維 持には 、 親の 存在が 大きく関っ て い る

こ とが明 らかになっ た 。
こ の 調査結果 をもとに、公 立 学校の 教員に出来 る最低 限の 継

承 語教育は何か 、 とい う議論をもっ て 、 本稿を締めくくる 。

1． は じめ に

　1990年代初頭の 出入 国管理及び難民認 定法改正 以降 、 日本の 公 立学校に在籍する外

国人児童生徒
1＞

の 数は 、 年 々 、増加傾向に ある （文部科学省 ，
2009）。 彼 らが 日本 で

十分に必 要な教育を受けるための 日本 語指導は、確かに必要 であ り、その こ とは 「日

本語指導が必要な」 外 国人児童生徒数が 毎年 、 報告 されて い るこ とか らもわか る 。 筆

者 自身も 、 今まで は 、 子 どもの 第二 言語
2）

としての 日本語 習得研究を主に行 っ てお り、

子 どもたちの 母語 ・
継承語 につ い て は重 要 性を認識 しなが らも、実際に調 査を行 っ た こ

とはなか っ た。 しか し、現在、教員養成系の 学部で 教鞭を取 り、現職教員対象の 研修

などに も関わるよ うになっ て 、 日本語習得 と同じ くらい 、継承語の習得 ・維持が大切で

あるこ とを訴 える客観的デ
ー

タが欲 しい と強く考えるよ うになっ た 。
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バ イ リン ガル
3）

として 育つ 子 どもたちの 言語能力を考える際には、第二 言語 である日本

語だけで なく、 子 どもたちが出生時か ら家庭で 身に付けた第
一

言語 （母語 ・継承語）

の 能力 も考えるこ とが重要で ある。基礎研 究 ・教育実践の い ずれ の 立場にお い て も、

「日本語 指導が必要 な外 国人 児童生徒」 の 言語能力を考える際に は 、 日本語 能力 の みが

注 目されがちで あるが、バ イ リン ガル の 子 どもの 言語発達 を考え る際には、二 言語 の 発

達バ ラン ス を把握するこ とが不可欠で ある。 同年齢の 日本語モ ノ リンガル 児童 と比 べ て 、

あるバ イ リン ガル 児童 の 日本語能力が劣る と判断され たと して も、 母語 ・継承語の 能力

を保持 して い る場合とい ない 場合で は、子 どもの 言語発達の 捉え方は大き く異なる。 本

稿では 、 横浜市内の 公立小 学校に在籍するベ トナム 系児童 を対象 として行 っ たベ トナ ム

語能力 と日本語能力 （主に前者）の 調 査に つ い て 報告する。

　 冨 田 （2000）によると、ベ トナム 語 は、オ
ー

ス トロ ア ジア語族に 属する言語で 、カ ン

ボジア の クメ
ー

ル 語 などと近い 関係にある言語 である。語順は SVO （主語 ・述語 ・目

的語） であ り、 語順 によ っ て 語 と語 の 文法 関係 を示す点な どは、英語 な どの欧米語 と

似て い るが、活用や屈折 とい っ た語形変化は ない 。また 、中国文化の 影響 を強 く受け

て い るため 、 漢語か らの 借用語 も多い （ただ し 、 現在で は 、 漢字 は用い られて い ない）。

方言 は、大き く分 けて 、北部方言 、中部方言 、南部方言 の 3つ に分 かれ る 。 本研 究の

ベ トナム 系児童の 家族は、南部ホ
ー

チ ミン周辺 の 出身者である。

2．先行研 究

　「継承語」 話者の 定義は 、 非常に幅広く、Fishman （2001）による と、米国におけ

る継承 語 とは、何世代 も前に移民 を して きた先祖 の 言語で 、そ の言語を 日常的に は全

く使用 して い ない 「継承語」 話者 も存在 しうる 。 しか し、 本研究で は、狭義で の 「継

承語」 話者を調査対象とし 、 Vald6s （2001，
　p．38）の 「家庭で の使用言語が英語以外

で 、 継承語が話せ る 、 あるい は、少な くとも聞い て 理解が出来て、ある程度は英語 と継

承 語 の バ イ リン ガル （筆者訳）」 とい う定義を採用するこ とにす る （Vald6s は米国に

つ い て の 記述であ るため 「英語」 以外 となっ て い るが 、 本研究で は 同箇所が 「日本語」

となる〉。

　 日本在住 の ベ トナ ム語継承語話者の 言語調査 は 、 ほ とん ど見あた らないが、その 中で

貴重な調査 として 、 国際 日本語普及協会 （1993）がある 。 調査対象は、在 日イ ン ドシ

ナ難民 （ベ トナム ・ラオス ・カン ボジア）の 親 と子 どもであ り、各国の 言語 と日本語そ

れぞれの 四技能 （聞く ・
話す ・

読む ・
書く）に つ い て 、自己評価 とい う形でア ン ケ

ー
ト
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調査を行 っ たもの で ある。 その 結果 、 イン ドシ ナ 3国の 中で は 、
ベ トナム が家庭で の 母

語 使用率が大幅に高い こ とが報告 されてい る 。 四技能の 中で 、 本研 究と同 じ 「話す力」

に注 目す る と、 子 ども世代で も半数以上 が 「かな りで き る」 「完璧 にで きる」 と回答 し

て い る。 ただ し、 滞 日年数が増えるにつ れ て 、 特に 、 子 か ら親へ の 使用言語 、 兄弟 間

の 使用言語 につ い て は 、 母語 使用 率が低 くなっ て い るこ とも報告されてい る。

Vald6s （2001）は 、 表 1の よ うに米国 へ の 移 民各世代の バ イ リン ガ リズム の 特徴 をま

とめて い る 。 本研究の 参加者 （主に在 日2世）の 場合、 継承語 優位と日本語優位の ケー

ス が考えられ る 。 1990年代初頭の 国際 日本語 普及 協会の 調 査時には、子 ども世代も8

割以上 がベ トナ ム 生 まれの 在 日1世で あ っ たが 、 本研 究で は 、 その 後、 20年弱の 時間

の 経過 があ り、 調査対象者の 子 どもた ちは 、 ほ とん どが 日本生まれで ある。 子 どもたち

の 二 言語 の バ ラン ス には変化が 予想 され るこ とが 、表 1か らもわか る。

表 1　各世代の バ イ リン ガ リズム （Vald6s，2001，　Figure　4，日本語訳 は 筆者）

世代 考 え られ る言語の 特徴

1世 継承語 モ ノ リ ン ガル A 初期バ イ リン ガ ル Ab

2世、3世 継承語優位 Ab 英語優位 aB

4世 英語優位aB 英語 モ ノ リ ン ガ ル B

注 ：Vald6s （2001）は 、米国で の状況 を示 して い る の で 、　B ／bは 英語 で あるが 、
　 本研究 で は、B／bは 日本語 となる 。

　また、Wong 　Fillmore （1991）は、米国の移民、難民、ネイテ ィブア メ リカ ン の 子

どもたちは、英語 が使用言語 となる学校へ の入 学を契機に 、 家庭言語を失 っ て い るとし

て い る 。
Wong 　Fillmoreは 、米国の継承 語話者につ い て の 記 述だが 、 日本の 継承語話

者につ い ても、同様の状況に あるこ とが考え られる 。 学校生活を現地 語で送るこ とによっ

て 、 継承語 が失われて い くの で あれば 、 日本の小学校入学直後には維持 されて い た継承

語が
、 学校生活を送る年月 と共 に失われてい る可能性 がある。 本研究では、小学校 1年

生 と 6年生 を比 較する こ とに よっ て、 日本の 学校で 継承語 が どれだけ維持 されてい るか

（あるい は、喪失されてい るか ）を検証する。

　以上 を踏まえると
、 国際 日本語普及協会 （1993）と本研 究の 主な違い は、次の 3点

である 。
1つ 目は、在 日 1世 と2世の割合が逆転 して い るこ と、2つ 目は 、 話 す力 を直接

イン タビ ュ
ー

調査 で測 っ て い るこ と 、 3つ 目は、小学校 6年間で の 継承語能力の推移 を

検証 してい るこ とで ある 。

　また
、 継承語能力に つ い て は 、 かな りの 個人差が ある と言われて い るが （Kondo一
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Brown ， 2003，
　 p ．2）、 本研究の ベ トナ ム 系児童の ベ トナム 語能力に個人差が見 られた

場合 、 その 要因に つ い て も、イン タビュ
ー

の 中で 明らかにするこ とを試み る。

3 ．調 査

本研究で は 、ベ トナム 語 ・日本語能力 の 両方 を比較す るために 、 どち らの 言 語 にも

対応で きる方法を取る こ とが必 要 とされ た 。 また 、 筆者本人がベ トナ ム 語 を話せ るわけ

で はない の で 、 調査方法を明確に記述 したマ ニ ュ ア ル を準備 して、ベ トナム語 と日本語、

それぞれ を母語 とす るイ ン タ ビ ュ ア
ー 2名 に、十分なイ ン タビ ュ ア

ー ・トレ
ー

ニ ン グを

行 うこ とで 、両言語の 調査がで きるだけ同質になる よ うに心掛けた （3．3参照）。

3．1． リサーチ ・クエ ス チ ョ ン （RQ ）

　本研 究の リサーチ ・クエ ス チ ョ ン は、以下の 3つ である。

RQ1 ：在 日ベ トナ ム 系児童 は 、

ベ トナ ム語 ・日本語 両言語 を、 どの よ うなバ ラン ス で

　　　習得 して い るの か 。

RQ2 ： 小学校6年間に、在 日ベ トナム 系児童の ベ トナ ム 語能力は 、 どの よ うに変化する

　　 　 の か 。

RQ3 ：継承語で あるベ トナ ム 語 能力の 習得 ・維持の 個人差 の 要因 として 、児童の 言語

　　　生活には、 どの よ うな違い が見られ るのか 。

3．2． 調査対象者

　本調査の 対象は、横浜市内の ある公 立小 学校に在籍するベ トナム 系児童 （1年生8名 、

6年 生 9名、計17名）である 。 同校は 、 在籍児童の 約 4分の 1が 、

ベ トナム ・
中国な ど

の 外国につ なが る子 どもたちで あり、 本調査には 、 同校の ベ トナム 系の 1年生児童 と6

年生児童が全員参力口した。 また、比較対象 として、同学年 の 日本語モ ノ リン ガル 児童

（1年生 5名、6年生 2名）にも、同 じ日本語イ ン タ ビ ュ
ーを行 っ た 。

　調査対象者 の 在籍する小学校の 学区内には 、

ベ トナム系住民が多く住む公 営団地が

あり、ベ トナム系住民の コ ミュ ニ テ ィが形成 されてい る。調査協力校には 、 国際教室が

設置 されてお り、 同校の ベ トナム 系児童の ほ とん どは 、 日本語で の 日常会話に は問題は

ない もの の 、国語の 時間には 、 国際教室で 少人数制の きめ細やかな指導を受けて い る 。

また、児童の っ ながる国をテー
マ とした 「みんなの 国 を知ろ う」 とい う学校行事があ り、

日本人児童も含めて全校児童が積極的に取 り組 んで い る 。 この小 学校には、学校全 体
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で 子どもたちが つ なが る国 々 の 言語 や文 化を大切に しよ うとい う雰囲気が満ち溢れ て い

る。ただ し、 継承語を教えるクラス があるわけではない。 さらに 、同校で は、児童本人

だけでなく、 保護者 に対す る支援も行 っ て い る 。 日本語で の コ ミ ュ ニ ケ
ー

シ ョ ン が十分

に取れ なか っ た り、 日本語が 読めなか っ た りす るベ トナム 系の 保護者 も多い ため、保護

者 面談の 際には通訳 を依頼 した り、 通知 表 な ど学校文 書の 翻訳 を手配 した りなどもし

てい る。

3．3． 調査 実施者

　イン タビ ュ ア ーは 、

ベ トナム語 、 または、 日本語 を母語 とする言語教育専攻の 大学院

生 2名で ある。 両者共、ベ トナム 、または、 日本で 10年近 くの 教員経験 を持 ち 、 調査

当時 8歳の 子 どもの 母親で ある。ベ トナ ム語イン タビ ュ ア ーは 、 調査開始時 、 来 日 1年 5

カ月 目で、大学で初級 レ ベ ル の 日本 語教育を受 けて はい るが 、 研 究活動 は英語で行 っ

てお り、筆者 との 会話 も、ほぼ全て英語で あっ た。 つ ま り、ベ トナム語 イン タビ ュ アー

と調査対象者の ベ トナム 系児童は、ベ トナム 語で しか コ ミュ ニ ケーシ ョ ン が取れなか っ

たと言っ て差 し支えない だろ う。

　小学校を訪 問して のイ ンタ ビ ュ
ー

実施前に は、筆者が作成 した独 自の 調査マ ニ ュ ア ル

（日英両語表記で、本文約20ペ ージ）に沿っ て 、両イ ン タ ビ ュ ア
ー

を対象に、約 4時間

の イ ン タ ビ ュ ア
ー ・トレ

ー
ニ ン グを行 い 、調 査の 主旨 ・手順 ・評価方法等 の 確認 を行 っ

た。調査 マ ニ ュ アル は、調査 の 目的、実際の イ ン タビ ュ
ー

手順、書き起 こ し手順、評

価手順などの 説明に加 えて 、 子 どもの第二 言語習得 ・継承語維持や言語能力評価にお

ける信頼性 ・妥 当性などに つ い て 、イ ン タビ ュ ア
ーが持 っ て い る背景知識や考えなどの

確認 も行える よ うな構成 とした 。 また、特に継承語で あるベ トナム 語につ い て は 、児童

によっ て 能力差があるこ とが予想 されたの で 、 外国語学習者で も第二 言語学習者で もな

い 、 継承語話者ならで は の 問題をベ トナム 語イ ン タ ビ ュ ア
ー

に 説明 し 、 児童 がベ トナム

語をほ とんど理解 ・産出で きなか っ た場合の 対応 策につ い て 、 じっ く りと時 間をか けて

口頭で説明 した 。

3，4． イ ン タビ ュ
ー

実施手順

　イン タ ビ ュ
ー

は 、 2009年 2月か ら3月に か けて 、 小学校の 昼休み を利用 して行 っ た 。

イ ン タビ ュ
ーを行 う際は、児童を 2人組で教室 に呼び 、1人は初 めに言語 A で 、 も う1

人は言 語 B で 、
1回 目の イン タビ ュ

ー
を行い 、直後に、言語 を入 れ替えて 2回 目の イ ン

タ ビ ュ
ーを行 っ た 。 この 結果 、 半数の 児童は先にベ トナ ム語 、 残 り半数は先に 日本 語で
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イ ン タ ビ ュ
ー

を行 っ た ことに なり、イ ンタ ビュ
ー

の順番が結果 に与 える影響が最低 限に

なるよ うに配慮した 。

3．5． イ ン タビ ュ
ー

内容

　イン タ ビ ュ
ーは 、 各 言語 10〜15分で 、図 1にあるよ うに、来 日年齢や保育園等へ の

通 園開始年 齢、絵本や読書、ベ トナ ム 語学習の 経験な どに 関する質問 （内容に つ い て

は 、 後述） と Frog，　where 　are 　you ．？ （Mayer ，
1969） とい う文字なし絵本 を用い て

の ス トー リ
ー

構成タス クが 含まれて い る 。 なお 、各児童の ベ トナ ム語能力に つ い て は 、

事前に ほ とん ど情報がな く、準備したタス クが こなせない 児童 の た めに 、 簡単な基礎タ

ス クを準備 したが 、 この基礎タス クを実際に行 っ た児童 はい なか っ た 。

　イン タビ ュ
ーは 、 調査対象とな っ て い る言語の みで行われ （例 ：ベ トナム 語調査は

、

全 て ベ トナ ム 語 ）、 全 て の 内容 を録 音 した 。 その 後、ス トー リー構成タス クの み、ベ ト

ナム語 ・日本語共に 、 各イ ン タ ビュ ア
ーが書き起 こ し、

ベ トナ ム語 の 書き起こ し文 には、

筆者が内容を確認で きるよ うに 、

ベ トナム 語イ ン タ ビ ュ ア
ー

本人が英語訳 をつ けた 。 ま

た、イ ン タ ビ ュ
ー

実施時の 子 どもた ちの 様子や、イ ン タ ビ ュ
ー

につ い て の 筆者 とイン タ

ビ ュ ア
ー

との 間の や りとりを、筆者がデ
ー

タ収集 ロ グとして記録 した。

　 導入タス ク（イ ン タビュ
ー

）
Introductory　Task （lnterview）　　　　　　　　　　　　　〆

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ，／
ベ トナ ム 語 の み 　　 4

／

基 本 タ ス ク　　 l
Basic　Task 　　　　〈トー一』 ス ト

ー
リ
ー

構成タス ク
Story　Telling　Task

学校で お こ な う
　 At 　School

Vietnamese 　Only

終わ りの タス ク（イ ン タ ビ ュ
ー

）

　Closing 　Task （lnterview ）

　　　書き起こ し ＆評価
Transcribing＆ Assessment

図 1 イ ン タ ビ ュ
ー

の 手順 （調査 マ ニ ュ ア ル よ り）

3．6． 評価方法

　イン タ ビュ
ー

終了後、各イ ンタ ビ ュ ア
ー

は、録音デ
ー

タを聞きなが ら、カナダ 日本語

教育振興会 （2000： 110）の 会話力の 三 面評価の 項 目 （表 2参照）に沿 っ て 、 評価を行 っ

た。評価の 際、各項 目の 最高点 5点は、1年生 あるい は 6年生の モ ノ リン ガル 児の 平均

的能力 と設定 した。 これ は、モ ノ リン ガル 児の 中に も個人差が あるこ とを考慮 し、 年 齢

一 5i一

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



Mother Tongue, Heritage Language, and Bilingual Education (MHB) Research Association

NII-Electronic Library Service

Mother 　Tongue 厂　Herltage 　Language 厂　and 　 Blllngual 　Eduoatlon 　（MHB ｝　Researoh 　Assoolatlon

母藷 ・
継承謬 ・ バ イty一ンカンレ教育（MHB ）　ew究 　 Volume 　7　 MARCH 　2011

相応 にタス クが こなせれば良い とする評価基準である （つ ま り、同 じ5点満点で も 1年

生 と6年生で は 、 タス ク 達成度は 異なる）。 本研究では、 「年齢相応」 との 評 価の 基準

は、各イ ン タビ ュ アーの 教員
・母親 として の経験に頼 っ てい る。以下 は、評価基準につ

い て、調査マ ニ ュ アル か らの 抜粋で ある 。 なお 、 評価で 、
「1は 、 ほ とん どで きない 」 「3

は 、 苦労は して い るが 、 タス クが こ なせ る」 と口頭で 追加説明 したと、デ
ー

タ収集 ロ グ

に記録 され て い る。

評価は 3段階 （1、3、または 5）です。 必要に応 じて 、 間の 値 （2または4）を使っ

て もかまい ませ ん 。 なお 、 1年生 と6年生 では 、 （モ ノ リンガル 児童であ っ て も）そ

もそも期待 され る言語力が違い ます。 日本語、ベ トナ ム 語、各語におい て 、 各学

年の モ ノ リン ガル 児童の 平均値を5 として ください
。
1年 生につ い て 、 もっ と具体

的にい えば 、 ○○ さん も△△ さん も自分のお子 さん とその 友達の 1年 ほ ど前を基準

として もらえれ ば良い と思い ます。 6年生 に つ い て は 、今回の タス ク に限 っ て 言え

ば 、 ほ ぼ大人 に近い能力を持 っ てい る と予想 されますが、もちろんこち らも 自分の

教員経験などをもとに基準を立て て ください
。

　1日目の イ ン タ ビ ュ
ー終了後 、 当日分の イ ン タビ ュ

ーの 評価には、筆者も立 ち会い 、

実際の データを評価しなが ら、 評価基準につ い て 確認を行 っ た 。

4 ．結果

4．1． ベ トナム 語 ・日本語能力評価

　ベ トナ ム系児童 の ベ トナム 語
・日本語能力の 評価結果 、 及び 、 日本語モ ノ リン ガル

児童の 日本語 能力 の 評 価結果 は 、 表 2の とお りで ある。 6年生 の ベ トナム 系児童 9名に

は 、

ベ トナム 生まれの 児童が 2名含まれて い るため 、 その 2名を除外 した 、 日本生まれ ・

目本育ちの ベ トナム 系児童 7名の 平均点をカ ッ コ 内に示 した 。

　ベ トナ ム 系児童 の 日本語 能力 につ い ては 、 タス クが比較的簡単な今回の 調査に限 っ

て言えば 、 母語 話者 レベ ル だ と言 えるが 、

ベ トナム語 は 、
モ ノ リン ガル 児 の 基準 には達

して い ない 飢
。 なお 、 イン タビ ュ

ー中は 、 で きるだけ児童の 自発的な発話を促 し、 言語

サポー トは与えない こ とを原則 として い たが 、 実際にイ ン タビ ュ
ーを始めて み ると、ベ

トナ ム語イ ン タ ビ ュ ア
ーか ら 「ある程度の サポー トを与えない と、 子 どもた ちは 、

ベ ト

ナム 語を話せ ない 」 との 申し出があ り、特にス ト
ー

リ
ー構成タス クにおい て は、ベ トナ

ム語で 「これ は何 ？」 「何 をして い るところかな ？」 などの サポー
トを必要に応 じて 与

えるこ とを認 めた
5）

。 ただ し、絵の 描写 に必 要な語彙や文法構造をイン タビ ュ ア
ー

か ら
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表 2 　評 価 結果 （平 均 点 ・項 目別 ）

ベ トナ 厶 系児 童 モ ノ リ ン ガル

ベ トナ 厶 語 日本 語 日本語

1年 ｝ 6年 1年　…
36 年 1年　

…

…
6年

発音 2．6　 3．4 〔3．1） 4．9　… 4．8
　 　 ：

5．0 …5，0

語彙 2．4 …3．0 （2．6） 4．6　 　 4．94 ．8　…
5．0基

礎

言

語

面

文の 生成
　 　 旨

2・4 …3・1 （2・7） 4．5　i4 ．94 ．6 … 5．0
　 　 ：

文法的正 確度
　 　 旨

2・4 …3・1 （2・7） 4．5i4 ．84 ．6i5 ，0

文 の タ イプ ・
質 1・8 …2・6 （2・114 ．4i4 ．34 ，6　 　 5．0

聴解力 2，5 …3．9 （3．6） 4．8　　 5，05 ・0　…
5・0

会 話 へ の 参 加 態度 2．6 ｝4．0 （3．7） 4．8 …4．94 ．6 … 5．0
対

話

面

対話 の 流暢度 2．8i3 ．7 （3．3） 4．6i5 ．04 ．8i5 ，0

タ ス ク達 成度 2．5i3 ．2 （3．0） 45 …5．04 ．8 … 5，0
　 　 3

話 体 ・敬 体

　 　 旨

L6　 i　 3．2 （3．0） 2．3 … 4．92 ．2 … 5．0

話 の ま と まり
　　 …
2・3i2 ・7 （2・3） 4・3　…　4・94 ．8 …5．0

内容 の 豊富 さ
　 　 32

・3i2 ・6 （2・3） 4．0 …4．44 ，4i5 ．0認

知

面 語彙 の 質 2．3i2 ．7 （2．3） 4ユ 　… 4，8
　 　 ：

4．6　　 5．0

段 落 と そ の 質 2．1i2 ．4 （2．0）
　 　 1

4．4 …4．342 　　　4．0
　 　 ；

注 ；各 項 目5点満 点 c

発するこ とは極力避けるよ うに した 。 Kondo −Brown （2004）は、米国で 日本語を外

国語 として 学ぶ小学生を対象に行 っ たイ ン タ ビ ュ
ー

にお い て 、イ ン タ ビ ュ ア
ー

か らの サ

ポー トを評価 に考慮す るか否 かで 、 その 評価に統計的に有意な差が見られ るこ と、よ り

具体的に言 えば、サポー
トが あるこ とによっ て 評価が高 くな るこ とを報告 して い る 。 本

研究で は、上に述べ たよ うなサポー トを与えて も、

ベ トナム 語能力の評価が伸びなか っ

た こ とは、まぎれ もない 事実であ る。 その こ とか らも、 日本語が優位言語で あるこ とに

つ い て は、間違い ないだろ う。

　なお 、発音の評価が全体的に低い こ とにつ い て は 、
ベ トナ ム 語の 方言差を考慮す る必

要があるか もしれ ない （イン タビ ュ ア
ーは 、 中部フ エ 出身 、 児童の 家族は、南部ホ

ー
チ

ミン出身で ある）。

4．2。 個人差

　表 2は、各評価項 目につ い て、全員の 点数を平均 した数値で あるが、実際に は、か な

りの個人差が見 られたこ とも事実で ある。 そ こで 、 個入差を検証す るために 、表3に、
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表 3　 評価結果 （個人 ・合計点）

1年生 6年生

ベ トナ ム語　 日本語 ベ トナ 厶 語　 日本語

A 49　 　 　 　 70R 63　 　 　 　 62

B 40　　 　 　 68
嚢 慧岫s，
　　　芒藤 轟 猿 li鼕辭

C 38　 　 　 　 66 　爭
耄…ヒ・臻 羅∴諜 瀞灘

D 37　 　 　 　 66u 45　 　　 　 70

E 29　　　　 60V 42　　　　 70

F 28　 　 　 　 　 56W 40　 　 　 　 68

G 24　 　 　 　 52X
　 　 　 　 　 　 3

34　 　 　 　 65

H 14　　　　 46Y 28　　　　 66

Z 19　 　 　 　 67

注 ： 各言 語 70点満 点、各項 目1〜5点 なの で、最低 点は 14点。

各ベ トナム 系児 童の ベ トナ ム語 ・日本語能力評価それぞれの 合計点 を示 した。

　参考 として 、
ベ トナム 系1年生児童 の 日本語イン タ ビ ュ

ー
で の 最高点 （A） と最低点

（H ）の 発話データの 一部を以下に示す 。 絵本の 同じ箇所 （1〜 7ペ ージ）の 描写だが 、

A の ほ うが発話 量 も多く 、 描 写が豊かで ある。 また 、
H は 、

「こ こ 」 「こ っ ち」 などの 指

示語が多い。 （以下の データは、児童の 発話をその まま文字化してある 。 ）

A の 発話デ
ー

タの 冒頭部分 ：

昔 、 ある時に男の 子 とワ ン ちゃ んがい ました。 男の 子 とワ ン ちゃん はい っ も 、
か え

る の こ とが好 きだ っ たの で 、ず っ と見て い ま した 。 で 、 ある 日、子 どもと犬は寝て

い るときにかえるは どこか で 、どこか に行 っ て、行 きました。 で、男の子 と犬、ワ

ン ちゃんは起きた時にか えるがい な くなっ ちゃたの で
、

び っ くりして 行き 、 探 しに

みま した。くつ にも、い な、い なか っ たの で ワ ン ちゃん も手伝っ て い ま した 。 で も、

ワ ン ちゃん は何か の ガ ラ ス が重 くて 、落ちそ うだ っ た の で子 どもは分か ん なくて 、

ずっ と、わ 、か えるを探 して い ま した。そ、そん時に ワン ちゃ ん は…家か ら落ちて 、

子 ども、男の子 は 、 くつ をはい て 家から下 りて犬 を抱 っ こ して 、 どこ か へ 行 きま し

た 。

H の 発話データの 冒頭部分 ；

かえるが こ こにい るの に 、 次の ペ ージが。 こ こが 、 ん 、
こ こ が 、 かえるが出ようと

した ら、
こ の 小 さい男がこ こに、ん 、気づい て た。そ して 、こ っ ちが、い なか っ た。

こ っ ちもい なか っ た 。 あ、犬が こ こに顔を入れ よ うとした ら、 だ 、
こ の 小 さい 男 を

呼んで も、 も 、 出なか っ た 。 あ、犬はこ こに落ちた。 ここ、小 さい 男が怒 っ て る。
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　表 3の 6年生 の S （来 日時6歳） とT （来 日時8歳）は 、

ベ トナム生 まれである。そ こ

で 、 この 2名を除 く 「日本生 まれ」 の ベ トナム 系児 童の ベ トナム 語能 力の 各 学年平均点

（1年生 ＝ 32点 、 6年生 ＝ 39点 、 小数 点以下 四捨五 入 ）を基準に、上位グル
ープ （1年

生 4名 、
6年 生 4名） と下位 グル ープ （1年生 4名 、6年 生 3名）に分 け、各児童の ベ ト

ナム語 能力の 傾 向を詳細に見て い くこ とにす る。

　図 2、3で は、表 2の 3つ の 評価項 目グル
ープ 「基礎言語 面 （25点満点）、対話面 （25

点満点）、認知面 （20点満点）」 の 配点が異なるため、各点数をパ ー
セ ン ト表示で示 し

て い る 。

100％

80％

60％

40％

2D％

D％

上 位グル
ープ 下 位 グル

ープ

A B C D E F G H

匿 基礎 言語面

難 対 話 面

彎 認 知 面

図 2　 ベ トナ ム 系1年生 児 童 の べ トナ 厶 語能 力 評価 結 果

10096

80％

60％

40％

20％

0％

上 位 グル
ープ 下位グル

ープ

R u V W X Y Z

　 基礎言語 面

口 　対話面

■　 認知 面

図 3　 ベ トナ 厶 系6年生 児 童の ベ トナ 厶 語 能 力 評価結 果
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　図2、 3を見ると、 上位グノレ
ープの 児童 （1年生 A 〜D 、6年生 R 〜W ）は、3つ の 評

価項 目グル ープ におい て 、 全体的に 高めの 評価を得て い る こ とがわか る。
6年生で は

、

どの 児童 も対話面の 評価が高くなっ てい るが、 これは 「対話面の評価が高い 」 とも 「基

礎言語面
・
認知面の 評価が低い 」 とも言 える だろ う。 前者の 見方 をすれ ば、積極的に

イ ン タビ ュ
ーに参加 しよ うとする児童の 姿が見えて くる

一
方、6年生 ともなれば、基準

とな るベ トナム 語モ ノ リンガル の ベ トナム 語能力 も高くな り、正確 さや複雑 さな どを求

め られる基礎言語面や 、 談話 レ ベ ル の 言語能力が問われ る認 知面 にお い て 、 相対的に

評価が落ちて い るこ とも考えられ る。

　今回の調査で は、それぞれの 学年の 「モ ノ リンガル児の平均的能力」 が満点 となるよ

うに 、 評価基準を定めて い る 。 その ため、図2、 3におい て 、1年生 と6年生 の ベ トナ ム

語能力 を単純に比較するこ とは出来ない が 、 日本の 公立 小学校におい て 6年間を過 ごし

たベ トナム 系児童 も、決 して ベ トナム 語を忘れ て しま っ て い るわけで は ない こ とは、明

らか だろ う
6）

。

　こ こで 、3．1．で 述 べ た リサーチ ・クエ ス チ ョ ン の うち、RQ 　1と RQ2 の 答えを整理す

るこ とにす る。 本調査 に参加 した在 日ベ トナム 系児童の 優位言語は、 日本語で あるが 、

ベ トナム 語に つ い て も 、 個人差はあるもの の
、 維持されて い ると言える （RQ 　1の 答え）。

また 、小 学校 6年 間の 日本語 で の 学校生活 を通 して 、
ベ トナム語能 力が どの よ うに変化

して い るかにつ い ては 、 こ ちらも個人差はあるもの の
、

ベ トナム語 は 、 ある程 度 、 維持

されて い る と言える （RQ 　2の 答え）。

　RQ 　1、
　RQ2 の 答えにつ い て は 、 どちらも個人差があるこ とは否めない

。 そ こで次に、

RQ3 に答 えるべ く 、 イ ン タ ビ ュ
ー

で の 回答か ら、各ベ トナム 系児童の 言 語生活の 様相

を探っ てみ るこ とにする。

4．3． ベ トナム 系児童の 言語生活

　イン タビ ュ
ーの 導入 ・終わり部分で は 、 各児童にそれぞれの 言語生活に関する質問を

した 。 こ こでは 、 以 下の 10の 質問項 目につ い て、報告す る。質問の 際、実際の表現に

っ い ては、児童 の 年齢や理解度に合わせ て 、 イ ン タ ビュ ア
ー

が適宜変更 してい る。ベ ト

ナム 語の 質問につ い て は 、 筆者が英語で 準備 した もの をイン タビ ュ アーが事前にベ トナ

ム 語に訳 した上 でイ ン タ ビ ュ
ーに臨んだ。 児童の回答は、 「はい／い い え」、または、

一

語 （例 ： 「3歳」）で 済むよ うに して 、回答の負担を最小 限に抑えるよ うに した
7＞

。 た

だ し、実際の 児童の 回答には、具体例や理由付けなど、詳細な回答も見 られた 。
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（1）○ ○ さん は、 日本で保育園や幼稚園に通い ま したか ？はい の場合、何歳か ら

　　 通い 始めま したか
。

（2）父母 とは 、何語で話 しますか。

（3 ）兄弟姉妹 とは 、何語で話 しますか 。

（4 ）小 さい 頃 （小学校入学前）、 た くさんベ トナム 語の絵本 を読みま したか 。

（5）家で ベ トナム 語の 本を読みますか 。

（6）家な どで ベ トナム語を勉強 して い ますか 。

（7） 家の 外 で ベ トナ ム語 を話 します か 。

（8 ）ベ トナム に行 っ たこ とがありますか。

（9） ベ トナム が好きですか 。

（10）将来、 日本語 とベ トナム 語の 両方が話 せるよ うになりたい ですか 。

表 4 ベ トナ ム 語 で の 言語生活

1年 生 6年生
質

　
問

上 位 グル
ー

プ 下 位グル
ープ 上 位グル

ー
プ 下 位 グル

ー
プ

A …B …C …D
3　 　 　 　 ． EiFiGiHR …ulvlWxiY …Z1 ．

（1 ） 1i ？ …1 …31 …1i4i52i4 …4 …35i2i2

（2）

、　　　こ舜≧し　　芒
o …△ …oiO

　 　
…囁

糶 　 籔　 短

；
　 　 　 、　 i

△ i△ i△

（3） xl × 　… × ix
：　 　 　 　 3　 　 　 　 1

・ …？ i・ i・ i・ i△ …o …　 ix
（4 ）

：
囁　　’“　　　广　　1　　’　、　　　噂買　ト　”　　　　　　　　ト　　　　粍一い

广、コ、 ．繭
・ …○ …・ …？

　 ＿　
・
　 1   二i…： ．1−　 ．

こ
　 ．　 …　 騒　　一鰯　…・阪

：　　　　 l
x

…Oix

（5） ol ・ …刈 ・ ・ …
旨

○ ｛・ …
：

？ oi ・ 1・ i・ X …xiX
…　 　 …

　 まけ℃ま匸　 ％　 　
广
　 　 　 　 　 　 　 　 　

’し購，、
（6 ）：＿一　 、．＿ ．＿ ． × iO …× iQ

3　　　　 1　　　　 1

0 …Oi × lx
1　　　　　　　　　　．

○ …
x

…
×

（7 ）

『　　　．　　 ．
Oix …o …x ・ iO …・ iQn

　　隅モ『　ヌ脳　　・…．　 　拷芒こ‘詞

　 、黜 麟 　　　＿湘． o …・ 1・

〔8 ） 1i1 …3i12 …1 …？ …・
；ii

一
撮 鶴

冖

撰
oili1

（9） oiO …o り
　 　 …

　 　 …

・ …・ …。 …・ oioiO …o． ． ． O …OIO

（10）
i　 ：　　 I

OiOIOi ×

旨　　　　 1　　　　 3

0 …Oix …O
1　 　 　 　 ！　 　 　 　 l

o …o …△ io． ．

．． ．．
OiO …○

　表 4 は 、 上記質問 へ の 回答をま とめた もの で あ る。 質問 1〜 3に つ い て は 、ベ トナ ム

語 と日本 語の どち らで も質問 したため 、 答 えが
一

致 しない 場合は、優位語で ある 日本語

での 答えを採用 した 。 質問 4〜 9は ベ トナム 語 で のイ ン タビ ュ
ー

の み 、 質問10は 日本語

で の イン タビ ュ
ーの みの 質問である 。 質問 1の 数字は 、 通園開始年齢 、 質問8の 数宇は、

ベ トナム訪問回数である （回数はわか らない が 、 訪 問経験があるとの 回答の 場合は○）。

質問 2 と3での ○はベ トナム語 、
× は 日本 語 、 △はベ トナム 語 ・

日本語両方使用する と

の 回答、質問 10の △ は 、
「どちらで もい い 」 との 回答で ある 。 質問3で 、 斜線が引かれ

て い る児童は、
一

人 っ 子 である 。 クエ ス チ ョ ン マ
ークは 、

「わか らない 」 との 回答や、
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答えがは っ き りしなか っ た りした場合 で ある 。

　 1年 生 8名の うち 、 A につ い て は 、
ベ トナム 語で の 言語生活が非常に豊か で あるこ と

がよ くわか る。 A 自身は、兄弟 とは 日本語 で話す と言 っ て い るが、6年生 の 兄 W は、

妹であるA とベ トナム語 で話す と回 答 して い る 。 ただ し、
これは 「ベ トナム 語で も話す」

との 解釈が妥 当だろ う。 上位 グル ープ4名の うち 、 A とC は 、 学校内でベ トナム 語を話

して い る場面を筆者が 目に した こ ともあ り、ベ トナム語 を話す こ とに積極的な様 子が見

受け られ る 、 本調査にお い て も 、 イ ン タ ビ ュ アーか らベ トナム語で話 しか けられ ると、

すぐにベ トナム 語 に切 り替えて い た 。 それに対 して 、 同じ上位 グル
ープで も、 B とD は 、

イ ン タビ ュ アーか らの ベ トナム語 の 問い か けに 、 なかなかベ トナム語 で応 じよ うとしな

かっ た 。 B は 日本語 を話す筆者が傍 にい るこ とを条件にベ トナム 語 の イン タビ ュ
ーを受

ける とい い
、 D は最初の数分間 、 机の上で 組んだ腕の上にあごをのせ 、 無言でイ ンタビ ュ

アーを見つ めてい た。 B につ い て は、 日頃か ら、恥ずか しが り屋 で あるよ うなの で 、そ

の性 格 も関係 したか もしれない
。
D は 、 質問 10に対 して 「（親の ）通 訳はや りた くない

か ら」 とい う理 由で 、バ イ リンガル にはな りた くない と回答 して い る 。
こ の よ うに 、 上

位グル
ープ 4人の 中で も、全員が積極的にベ トナム 語 を話そ うとした わけで はない 。 し

か し、こ の 4人が 上位 グル
ープ に位置づけられたの は、なぜ だろ うか 。こ の 4人 は、全

員が 質問 6に対 して肯定的回答を して い る （こ の 場合、親にベ トナム 語 を教えて もらう

とい う回答 も含んでい る）。また、質問4で は、4人中3人が幼児期に ベ トナ ム語の絵本

に触れた経験が あると回答 してお り、子 どもにベ トナム 語を学ばせ よ うとい う親の積極

的な姿勢が あるこ とが推測できる。

　次に、 1年生 の 下位 グル
ープ 4人 で あるが、E とG は 、上位 グル

ープに比 べ 、明らか

にベ トナム語 での 言語 生活が乏 しい 。G は、ベ トナム 語でのインタビ ュ
ー

中に、か な り

日本語 を混ぜてい た。E につ い ては、同 じ部屋で 日本語イ ン タ ビ ュ
ー

をや っ て い た D が

先に終わ っ たの を見て 、ベ トナム 語の インタ ビュ
ーを続 ける気をな くして しま っ た、と

イン タ ビ ュ ア
ーが報告 してい るの で 、 その こ とも評価に 関係 したか もしれ ない

。 それ に

対 して、F は、上位グル
ープの A に匹敵するほ ど 、

ベ トナム 語で の 言語生活は豊かで あ

る。唯
一

の 違い は 、F が両親 との 会話におい て 、ベ トナム 語と 日本語 の 両方を使 うと回

答 してい るこ とである 。 H の評価は、全 ての 項 目におい て 最低点 （1点）で あ っ た 。

「はい 」 「い い え」 「わか らない 」 とい う答えがほ とん どであっ たよ うだが、これは 、
ベ ト

ナム 語能力が十分で ない こ とに よるもの か 、
H の 性格で あるの かは、は っ き りとしない

（ちなみ に、H は 、 日本語の イ ン タビ ュ
ー

では 、 初対面の イン タ ビ ュ アー ときちん と受

け答えをしてい る）。
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　次 に、6年 生に つ い て報 告する。 日本生 まれの 6年生 7名の うち、R はすべ て の 項 目

に対す る答えが肯定的であ っ た。また、ベ トナム 訪問経験も豊富で 、 1年間以 上 、
ベ ト

ナム に滞在 したこ ともあ り、その ときにベ トナ ム 語を学んだ と回答 して い る 。 6年生の

上位 グル
ープと下位 グル

ープで は 、ベ トナム訪問回数の 違い や、親 との 使用言語 に大 き

な違い が見受けられ る 。 1年生の F の ケー
ス か らも言えるよ うに 、 親 との使 用言語 は、

ベ トナム 系児童の ベ トナム 語 能 力を予測す る
一

つ の 大きな指標であ ると言える。 U につ

いて は、親 とは両言語 で話す と言 っ て い るもの の
、 質問 6では 、 地域の ベ トナム語 教室

で ベ トナム 語を学習 して い ると言 っ て い る 。 また 、 上位 グル ープは、全員が 家庭 外で も

ベ トナム語 を使用 してい ると言 っ てい る。 これは、親の 友人 との会話で あっ た り、学校

で他 の ベ トナム 系児童との 会話であ っ た りする （5年生にベ トナ ム か ら来 日 して 間もな

い 児童がい たの で 、 その 通訳 を して い た児童も多い と思われ る）。 6年生の 場合、親 と

の使用言語、家庭外での ベ トナム語使用やベ トナム 訪問経験な ど、1年生 と比 べ て 、ベ

トナ ム 語 で の言語 生活の パ タ
ー

ンがベ トナム 語能力維持に 、 よ り密接にかかわ っ て い る

よ うで ある 。

5．考察

　本調査 に参加 した全て の ベ トナム 系児童の 親は、ベ トナム 生まれで ある。親世代の使

用言語は 、ベ トナム 語で あ り、 家庭で もベ トナ ム 語が 中心で ある様子がイ ン タ ビ ュ
ー

で

の 回答か らも窺える 。 調査 前に は 、 日本生 まれの 子 ども世代で は、幼稚園 ・保育園入

園や小 学校入 学を機に、 日本語 中心 の 生活に切 り替わ り、特に 6年生の 場合、ベ トナ

ム 語を喪失 して い るの で はない か との 懸念もあっ たが 、 個人差はあるもの の 、ベ トナ ム

語 は維持 されて い るこ とが本調 査の 結果か らわか っ た 。

　表 4か ら、上位 グル ープ と下位 グル ープの 言語 生活の 特徴的な違い として、親 との 会

話で の 使用言語 （1、6年生）、幼児期の ベ トナム語絵本経験 （1、
6年生 ）、

ベ トナム 語

学習経験 （1年生）、家庭外で の ベ トナム語使用 （6年 生）、ベ トナ ム訪 問経験 （6年生）

があげられ る。ベ トナム語絵本経験につ い ては、親に読んで もらっ た 、 自分で 読んだ、

の 両方が含まれ るが
、 絵本を与えるとい う行為も含めて 、 親か らの 積極的な働きか けが

あっ たこ とが想像できる 。 また、 1年生の ベ トナ ム語学習経験につ い て の 回答は、親に

教えて もらう、 とい う回答を含んで い るの で 、
こ ち らも親の 存在が窺える 。

ベ トナム 訪

問経験につ い て も 、 同行者として 、 旅費の 負担者として 、 親の 存在な くして は実現 しえ

ない こ とだろ う。 以 上か ら、 本研 究の ベ トナム 系児童の ベ トナム 語 能力には、ベ トナム
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語を母語 とする親か らの働 きかけが大きく関係 して い ると言える 。 継承語教育におい て

は 、 家庭だけで な く、学校や地域で の 取 り組み も必 要で はあ る もの の
、 現実的に は 、

Guardado （2002）やPark 　and 　Sarker （2007）のイ ン タ ビ ュ
ー
調査 、

　Hakuta　and

D ’Andrea （1992）の 質問紙に よ る量的調 査の 結果 にあるよ うに 、 親の 役割が大きい よ

うで ある。ただ し、Kondo （1998）が述べ てい るように 、 家庭で の （母）親
8）

の 継承

語使用は 、子 どもが高い継承語能力を習得するた めに重要な条件で はあっ て も 、 それだ

けで十分だとい うわけではない とい う指摘は重要である 。

　本研究の ベ トナム 系 1年生児童は 、8名 中6名が親と会話する際の使用 言語は 、
ベ ト

ナム 語で あると回答 してい る （日本語 も使用す るとの 回答は 、 上位
・下位グル ープ共 に

1名ずつ ）。 それに対 して 、6年生 の 場合、下位 グル
ープ全員が、親 との 会話は、ベ トナ

ム 語 と 日本語の 両方 を使 うと回答 してい る。
Wong 　Fillmore （1991）の 報告にもある

よ うに、小学校入学 当初は、親とベ トナム語で会話 してい たの が、小学校生活6年間の

間に 、 児童の 優位語である 日本語 にシ フ トしてい くこ とは、容易に想像が つ く。

ベ トナ

ム 語が話せ な くな っ たか ら、親 との 会話に 日本語を混ぜ るよ うになっ たの か 、親 と日本

語で も話すよ うにな っ た結果、ベ トナム 語能力が落ちたの か 、その 因果関係はわか らな

い が 、年齢が上が るに つ れ 、 親 との 使用言語が児童の ベ トナム 語能力には、大きく関係

するこ とが、本調査 の 結果か ら見えて くる。

　今回の イ ンタ ビュ
ーに参加 したベ トナム 系児童は、ベ トナム 語につ い て は、限られた

能力 しか 持っ てい ない 児童 も多く、中にはその こ とをはっ きりと自覚して い る児童 もい

た 。 しか し、 調査協力校に在籍 して い る 1年生 と6年生の ベ トナム 系児童全員、イン タ

ビ ュ
ーを拒否 した り、イ ンタ ビ ュ

ー
の 途中で 、ベ トナ ム 語を話すの を諦めた りする とい

うこ とはなか っ た 。
「ぼく、 あの ベ トナム 人 （＝イン タビ ュ ア

ー
）が言 っ て る こ と 、 よく

わか らなか っ た」 と言 っ て い た 6年生 の Y は 、 次にそのイ ン タ ビ ュ ア
ーを見か けた とき

に、元気 よくベ トナム 語で挨拶を して きた 。 また、1年生 の C は、調査 の約 2ヶ月後、

ベ トナム 語のイ ン タ ビ ュ
ーをまたや りたい

、 とい う気持ちを筆者に伝えて きた 。 表 4の

「ベ トナム が好きですか」 とい う問い へ の 回答も全員 、 肯定的で ある。

　本調査 の結果を踏まえて 、調査 協力校の 国際教室 に関わ る教員2名
9）

に 、
「この 学校

の 子 どもたちが、 日本で 生 まれ育ちなが らベ トナム 語を維持 して い る の は 、 なぜだろ う

か」 とい う問い かけを した 。 その 議論の 中か ら、見えて きたの は、次の よ うな家庭 と学

校の 様子で ある 。 まず、保護者の 日本語力が 限 られ てい るため 、子 どもた ちは、家庭で

は母 語を話 さざるをえない ケース が多い こ と、 そ して 、 その 保護者 と学校の 間の 通訳 と

して 、 学校が子 どもたちを とて も頼 りに して い る とい う点で ある。

ベ トナム語 が話せ る
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　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ．’酊 〃 （長 るヲ1〃腸 若

こ とに よっ て、人 の 役に立 つ の だとい うこ とを、 子どもたちは身近な学校 と言 う場で経

験で きて い る 。 また、中国系 よ りもベ トナ ム 系の ほ うが、全体的に親 の 日本語能力が限

られてお り、子 どもの継承語能力も高い 印象があるとの こ とである。ベ トナム 系住民が、

他 国系の 住 民 と比 べ て 、移 民後 も母語 ・継承語 を維持す る傾 向に あるとい うこ とは 、

国 際 日本語普及 協会 （1993）や Henkin 　and 　Nguyen （1981，　cited 　in　Nguyen　et

al ．
，
2001）に よる米国での調査で も報告 されて い る 。 難民として母 国を離れ 、 他 国に定

住の 地 を得た とい う背景が 、 母国に対する思いや親世代の 学歴 な どと関係 して い るの か

もしれ ない
。 さらに 、

こ の 学校には 、
「みんなの 国を知ろ う」 などの 学校行事を通 して

、

外 国につ なが る子 どもたちが 自分の ル
ー

ツ となる国に誇 りを持て る仕掛けがある点も大

きい だろ う （3．2．参照）。最後に、筆者が感 じた重要 な点は、国際教室担当の 教員の

意識の 高 さで ある 。 国際教室で の 国語 （日本語）指導 の 徹底 もさる ことなが ら、母語 ・

継承語も大切だ とい う意識 を国際教室担 当の教員が し っ か りと持 っ て お り、数年 ごとに

国際教室担 当が入れ 替わ ると 、 その 意識 を次代の 国際教室担当に 引き継い で い る とい

う点で ある 。 こ の よ うな学校環境の 下で 、 同校の ベ トナム 系児童の ベ トナ ム人 として の

アイデンテ ィ ティ は 、 しっ か りと育て られて い るの だ と考えられ る。

　最後に 、 今後 、 更なる調査が 期待され る事項につ い て 、 本調査で の 結果を簡単に紹

介 したい 。バ イ リン ガル 児の 言語発 達にお い て 、二 言 語の 能力の バ ラン ス を見 るこ との

大切 さは、本稿の 冒頭で述べ た とお りである 。 本調 査の 日本生まれの ベ トナム 系児 童15

名の ベ トナム 語能力 と 日本語能力の 相関係数は、r−0．575で 、 α 一〇．05レ ベ ル で 有意で

ある （1年生 8名に 限れば、 r＝O．97で 、 α ＝O．Olレ ベ ル で 有意で ある）。国際 日本語普

及 協会 （1993） や Nguyen ，　Shin　and 　Krashen （2001）
10）

は 、 日本、ある い は、米

国在住の ベ トナム系 の 子 どもにつ い て 、 継承語で あるベ トナム 語の 習得は 、移住先の 国

の 言語の 習得の 妨げ とはな らない と述べ て い る 。 本研究で は、両言語の能力に は、有意

の 正の 相 関関係 があるこ とか ら 、 主に家庭で養われたベ トナ ム 語能力は、第二 言語で あ

る 日本語 にプ ラス の 影響を与 えてい る可能性 も大きい と考えられ る。 小学校の 国語教育

で養われ るべ き 「こ とばの カ 」 の 基盤 は 、 日本 語以外を話す家庭環境 におい て は 、 日

本 語以外 の 言語で も育て るこ とができるので はないだ ろうか 。 もちろん 、モ ノ リン ガル

として 育つ 子 どもとバ イ リン ガル として 育つ 子 どもの 「日本語の 力」 が全 く同 じで ある

と言 うわ けではない
ID

。
バ イ リン ガル の 子 どもの 日本の 学校で の 学びを、 日本語面か ら

支えるの は、 日本語教育の 役 目で ある と考える 。
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6 ． さい ごに

　外 国に つ なが る子 どもたちの 継承語 を現在の 日本の 公 立 学校教育の 中で 保障す ると

い うの は 、 現実的には 、
か な り難しい 話で ある （これ は決 して 、保障する必 要はない 、

と言 っ て い るわ けで はない ）。 しか し、 本研 究の 結果を見る限 り、親か らの 働 きかけに

よっ て、あ る程度の 継承 語の 習 得 ・維持 は 、 決 して 不可 能ではない こ とが分か る （もち

ろん
、 学校や地域で の 継承語 教育が あれば 、 なお 良い ）。 とすれば、 日本語モ ノ リン ガ

ル の 学校教員にも出来る 、 継承 語維 持の ための 最低限の こ とは、子 どもた ちの親に、

家庭では子 どもと継承語 を使 い 続 けるように伝 える こ とで は ない だろ うか 。 また、本研

究に参加 した全て の ベ トナム 系児童の よ うに 、 自分が つ ながる国を 「好き」 だ と言える

学校環境を作 り出す こ とも大切であ る。

　本研 究の 限界は 、 1年生 と6年生の 比較が縦断研究で はない こ とで ある 。 子 どもの 扱

い に慣れて い て 、
カY ）

、 評価の ために必要な専門知識を持っ たベ トナム 語母 語話者を 日

本国 内で探すの は、容易ではない 。 しか し、 今回の 調査時に 1年生 だ っ た子 どもた ちが

小学校を卒業す る前には、是非、再 調査 を実現 したい
。 また 、本研 究は、あ る

一
つ の

公立 小学校の ベ トナ ム 系児童の み を対象とした 、 継承 語習得の
一

面 を報告 して い るに

過ぎない 。本調査が行われ た小学校は 、外国 につ ながる子 どもたちに とっ て 非常に恵ま

れた環境にある学校で ある 。 外国につ なが る子 どもたちの 受入環境の 異なる学校や、周

りに 同じ国にル ーツ を持つ 友達がい ない 地域で 、同様 の 調査 を行えば、継承語習得 ・

維持の 様相は、本研究 とは異なっ たもの となるだ ろ う。また、 日本の公 立学校に通 う外

国につ ながる子 どもたちは、ベ トナ ム系 だけで はない 。ベ トナム 以外の 国に っ ながる子

どもた ちの 継承語習得に つ い て も、考えて い く必 要がある。

　 アイデ ンテ ィ テ ィ 形成の基盤 として 、親子の コ ミ ュ ニ ケ
ー

シ ョ ン手段 として 、 日本語

習得の 基盤 として 、継承語 能力は外国につ ながる子 どもたちの 発達に大きな意味を持つ
。

教員養成課程の 学生相手の 授業や現職の 教員 向けの 研修で 、継承語の大切 さを話すと、

「初めて 聞い た」 「継承語の 大切 さな ど、考えたこ ともなか っ た」 とい う反応が少なか ら

ずある。継承 語の 大切 さを認識 し、 「親に子 どもと継承語 を使い 続けるこ とを伝えるこ

と」 も 、 最低限の 継承語教育で ある と筆者は 考えて い る 。 どんなに忙 しくて も、 それ だ

けの こ となら、誰 もが実行可能なので はない だろうか。

謝辞

　本研究は、2人の イ ンタ ビ ュ ア
ー

、Ms 　Hoang 　Le　Que　Trang （2007−9横浜 国立大
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学教員研修留学生、2009−Nguyen 　Chi　Dieu　Junior　High　School
，
　Hue　City，　Viet−

nam ） と細野 尚子 さん （2008−10 横浜国 立大学教育学研究科）の 協力なしで は実現 し

ませ んで した。こ こに感謝の意を述べ たい と思い ます。また、調査協力 校の 齋藤正女先

生、児玉佳子先生 を初め とする先生 方 、 子 どもたちに も感謝 したい と思い ます 。

追記

本稿は 、 次の 補助金 を受 けて行 っ た研 究の 成果 の
一一

部である ．『子供の 第二 言語 と

して の 日本語能力の 研究
一

母語能力 との 関連に注 目して
一

』平成20〜21年度文部科学

省科学研究費補助金 （若手研究B ）課題番号20720136 研 究代表者　長谷川朋美

注

1） 「外国につ ながる子 ども」 と呼 ばれ る子 どもたちの 中には、日本語 を母語 とは しない が、

　　日本国籍を持 っ て い る子 どもも含まれ る。 しか し、こ こ で は、文部科学省 の 調査名称に

　 合わせ 「外 国人児童 生 徒」 とす る 。 本研 究 の 調 査 対象 の 子 どもた ちにつ い て は 、
厂ベ ト

　 ナ ム 系児童 」 と呼 ぶ こ とにす る 。

2）本 稿で の 第
一

言語 、第 二 言 語 とい うの は、時 系列 上 で の 習得 順序 を意味す る。

3） こ こ で は 、現時点で の 二 言語の 能力は問題にせ ず 、成長の 過程 で 、二 言語 に触れ て きた

　　子 どもを指す。

4）本 研 究 で は 、こ の 基 準 は、あ くま で イ ン タ ビ ュ ア
ー

の 直感 的判 断 で あ る 。

5）サポ
ー

トを与 えず 、 出来な い こ とは 「出来ない 」 との 評価を与 え るとい う選択 もあっ た

　　が、継 承語で あるベ トナ ム語 に対する子 どもたち の 苦手意識を増大 させ な い た め に も、

　　サポ
ー

ト を与え て も良 い か ら 「出来る 」 と の 気持 ちを子 ど もた ちに 持た せ る こ とを優先

　　した。なお 、サポー トを与えた の は 、1年生 ・6年生 共に 下位 グル ープ （表3参照）が 中

　　心 で あ る。

6 ）た だ し、今回 の 調査 は 、同 じ児童 を追跡 し た 縦断調 査で は ない
。

7 ）子 どもたちの 言 語 生活 につ い ては 、 親にイ ン タ ビ ュ
ーす る方法も考えられ るが 、 本調査

　　は、学校内で 調査 を行 っ て い るため、筆者やイ ン タ ビ ュ ア
ー

が個別 に調 査 対象者で ある

　　ベ トナ ム 系児童 の 親全 員に会 うこ とは容易で はなか っ た 。 また、調査に協力をし て くれ

　　る親 の 子 どもの みを調査対象 とすると、子 どもの 教育や継承語維持 に熱心 な親 の み を対

　　象 として しま う可能性が ある。本調査で は、調査 協力校の 1年生 と6年生 の ベ トナム 系

　　児童 「全員」 に調査に参加 して も らうこ とに、意義があると考え、子 ども本 人 に聞 く こ

　 　 とに した。

8 ） Kondo （1998）は、母 親 の 役 割に限 定 して 議 論 して い る 。

9） 1名は 、 調査時の 国際教 室担当者 、 もう1名は 、 2010年度の 国際教室 担当者 （調査時に

　　は、本調査 の 対象 とな っ た 1年生 の 学級担任）で ある。両者 ともベ トナ ム 語は話せ ない 。

　　イ ン タ ビ ュ
ー

は 、2010年 8月 24日に 1時間弱、実施 し た。

10） Nguyen 　et　al ．の ベ トナ ム 系の 子 どもの 7割以 上 は 、米国生 まれで ある。

11）今回の 調査 で用い たタス ク は 、子 どもたちの 継承語能力 の レ ベ ル を考慮 して 用意 された

　　もの で あ るた め
、 子 どもの 年齢 （特 に 6年生 ） を考えるとか な り簡単で 、日本語能力 の
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評価で は 、天井効果 が出て い ると考 え られる （表 2参照）。筆者が、同 じ調 査協力校に

おい て 行 っ た研究 （Hasegawa ，2007）で は、タス ク の 難易度があがる と、一
見 、日本

語 モ ノ リン ガ ル と変 わ らない 日本語能力 を持 っ て い る よ うに 見 える外 国に つ ながる子 ど

もたちでも、日本語 モ ノ リン ガル 児 には見 られ ない 誤 用 をする ことが報告 され て い る 。

参考文献

カナダ 日本 語教育振興会 （2000）　 「子 どもの 会話力 の 見方 と評価
一バ イ リンガル 会話

　　　　テス ト（OBC ）の 開発』Welland
，
　Canada： SoleiL

国際 日本言譜 及協会 （1993） 『日本に定住 したイ ン ドシナ難民の母語の保持 と喪失 に

　　　　関す る継 研 究』 東京 ； 国際 日本言譜 及 協会

冨田健次 （2000） 『ヴェ トナム 語の 世界
一

ヴェ トナ ム 語基本文典』．東京 ：大学書林

文部科学省 （2009）　 「『日本語 指導が必要 な外国人児童生徒の 受入れ状況等に関す る

　　　　調査 （平成20年度）』の結果につ いて 」 （2009年 9月 2 日取得）

　　　　http：／／www ．mext ．go．jp／b＿menu ／houdou ／21／07／1279262．htm

Clancy
，
　P ．（1985）．　

“The　acquisi 七ion　of　Japanese” ．　In　D ．1．　Slobin（Ed ．），
　 The

　　　　crosslinguistic 　 studrv 　 of 　lα ngU α ge α cquisition ．　 Volume 　 1’ The　D α tα

　　　　（pp．373−524）．　Hilldale，　NJ ： Lawrence 　Earlbaum 　Associates．

Fishman
，
　J．（2001＞．　

“300−plus　years　of 　heritage　language　education 　in　the

　　　　United　States” ．　In　J，　K ．　Peyton ，
　D ．　A ．　Ranard ＆ S．　McGinnis （Eds．），

　　　　He「itαge　lα ngu αges　in　Ame 「icα ：P 「ese 「ving α n α tionα l　resource （pp ．81＿

　　　　97）．Washington　DC ：Center　for　Applied　Linguistics　and 　Delta　Systems．

Guardado
，
　M ．（2002＞．

“

Loss　and 　maintenance 　of　first　language　skills ：Case

　　　　studies 　of 　Hispanic　families　in　Vancouver ”

．　The 　Cα n α diα n 　Modern 　L α n −

　　　　gu α ge　Revieω
，
58

，　341−363．

Hakuta
，
　K ．，＆ D

’
Andrea

，
　D ．（1992）．

“ Some 　properties　of 　bilingual　mainte −

　　　　nance 　and 　loss　in　Mexican　background　high−school 　students
”

．　Applied

　　　　Linguistics，13，　72−99．

Hasegawa （Nishikawa ），
　 T．（2007＞．　 The　Critical　Period　Hypothesis　in　 very

　　　　eαrly　child 　L2 αcquisition 　of 　Jap αnese ’The　uninevit αbility（）f　n αti　ve −lihe

　　　　α ttainment ．　Unpublished　doctoral　dissertation，　University　of 　Hawaii　at

　　　　Manoa ，
　Honolulu．

Kondo
，
　 K ．（1998）．

”Social−psychological　factors　affecting 　language 　mainte −

　　　　nance ： Interviews　with 　Shin　Nisei　university 　students 　in　Hawaii ”

．　Lin−

　　　　8uis亡icsα nd 　Educα tion
，
9

，　369−408．

Kondo −Brown
，
　K ．（2003）．　

“Heritage　language　instruction　for　post−secondary

　　　　students 　from 　immigrant 　backgrounds ”

．　Heritαge　L α ngu αge　Journ α1
，

　　　　1
，

1−25．（2009年9月 7日取得）

一 64一

N 工工
一Eleotronio 　



Mother Tongue, Heritage Language, and Bilingual Education (MHB) Research Association

NII-Electronic Library Service

MotherTongue,HeritageLanguage,  and  BUingual  Education  {MHB) Research  Association

ifeiVAfAssEgdiaskaltLTkziYMA.S.Ebl"
                  ; 2bltX CfiiblIP uef

     http://www.international.ucla.edu/cms/files/kondo-brown.pdf

Kondo-Brown, K. (2004). 
"Investigating

 interviewer-candidate interactions

     during oral  interviews for child  L2  learners". llFbreign  Language  An-

     nals,  3Z 602-615.

Mayer, M. (1969). jPlrog,  where  are  you.? NY:  Dial Books.

Nguyen, A., Shin, F., &  Krashen,  S. (2001). 
"Development

 of  the first lan-

     guage  is not  a  barrier to second-language  acquisition:  Evidence from

     Vietnamese  immigrants  to the  United States". biternational cfournal  of
     Bilingual Education and  Bilingualisrn, 4, 159-164.

Park, S. M., &  Sarkar, M.  (2007). 
"Parents'

 attitudes  toward  heritage lan-

     guage  maintenance  for their children  and  their efforts  to help their chil-

     dren maintain  the heritage language: A  case  study  of  Korean-Canadian

     immigrants". Languagq  Cultures and  Curriculurn, 20, 223-235.

Valdes, G. <2001). 
"Heritage

 language students:  Profiles and  possibilities", In

     J. K. Peyton, D. A. Ranard  &  S. McGinnis  (Eds.), Hleritage languages in

     America:  Preserving a  national  resource  (pp. 37-78). VVashington  DC:

     Center for Applied Linguistics and  Delta Systems.

Wong  Fillmore, L. (1991). 
"When

 learning a  second  language  means  losing

     the  first". Early  Childhood Research Quarterly, a 323-346.

-d5-


